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2016年度全国大会とAIEQ 

立花 英裕（早稲田大学） 
 

7 月上旬、梅雨が明けていないのに蒸し

暑い日が続いている。この NL が会員諸氏

のお手許に届く頃はどんな猛暑になってい

ることだろう。毎年、夏が近づくと AJEQ 全

国大会の準備で慌ただしくなる。今年の大

会は、10 月 8 日（土）に明治大学のリバテ

ィータワーでの開催、詳細はまだ固まって

いないが、企画の柱はフェミニズムが予定

されている。シンポジウム形式によってケ

ベック・フェミニズムが多角的に論じられ

るはずである。 

もう一つの柱は、招聘講演者キム・チュ

イ（Kim Thúy）さん、1968 年にサイゴンで

生まれ、いわゆるボート・ピープルとして

ケベックに渡った後に初々しく飛び立った

小説家だ。最初の作品『小川』（彩流社、2012

年）は、山出裕子会員によって翻訳されて

いる。他にも、À toi、Mãn、Vi などの作品が

あり、Écriture migrante の代表的な作家の一

人である。 

キム・チュイさんの来日を可能にしてく

れたのは、AIEQ （Association internationale 

des études québécoises）。この機会に AIEQ に

ついても触れておこう。昨年来、AJEQ と

AIEQ の関係が急速に深まっている。 

事の発端は、クイヤール州政府による文

化予算の大幅な削減だった。まもなく AIEQ

廃止の噂が立った。2015 年の年初のことだ

が、私たち AJEQ の財政的将来に暗雲が立

ち込めたのである。しかし、幸いにも、署名

運動の効果も手伝って、AIEQ はすんでのと

ころで廃止を免れた。もっとも予算削減と

組織改編は避けられなかった。それにとも

ない、AJEQ の補助金申請は窓口が一つとな

り、すべて AIEQ に対して行うことになっ

た。 

しかし、悪いことばかりではない。同年

10月に持たれたテレビ会議による交渉の中

で、AIEQ が AJEQ の活動をきわめて高く評

価していることが伝わってきた。これも、
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偏に AJEQ 会員諸氏の熱心な活動のお蔭で

ある。小倉和子会長の尽力が大きく貢献し

ていることは言うまでもない。個々の案件

については、今年に入って協議され、小畑

ケベック研究奨励賞は AJEQ と AIEQ の共

催という形で存続が決まった。AIEQ は驚く

ほど積極的で、本年度の受賞者、関未玲会

員と松沼美穂会員のプロフィールを

Bulletin（édition du 17 juin 2016）に掲載して

くれた。昨年のマカンドルー教授招聘につ

いても、AJEQ によって作成された報告文を

使わせてほしいという依頼が届き、2015 年

度の AIEQ 年次報告書に掲載されている。

招聘講演者についても、AIEQ から好意的な

感触が伝えられており、当面は毎年確保で

きそうである。AIEQ との密な関係は、私た

ち AJEQ にとって財政面のみならず、国際

的な交流の中でも重要になっていくにちが

いない。 

話を AJEQ 大会に戻すと、キム・チュイ

さんについては、小倉会長自らが申請書を

作成し、AIEQ から受理の通知をすぐに受け

取ることができた。キム・チュイさんは、エ

ネルギッシュで、明るく、親しみやすい話

し方をする人らしい。きっと、今年の AJEQ

大会を盛り上げてくれることだろう。いま

から楽しみである。 

（2016 年度全国大会運営委員長） 

************************************** 

 

 

 

＜2015 年度小畑賞調査報告１＞ 

ケベック滞在点描 

伊達 聖伸（上智大学） 

今回「小畑ケベック研究奨励賞」をいた

だいて、2 月後半から 3 月前半までの 20 日

ほど、ケベックに滞在した。おもな目的は 3

つあった。第 1 に、ケベックの間文化主義

的なライシテについての研究を進めること。

第 2 に、日本のライシテについての口頭発

表。そして第 3 に、フェルナン・デュモン

『記憶の未来』の翻訳原稿を仕上げること。 

1点目は、私にとって継続的な課題だが、

最も頼りにしているのはケベック大学モン

トリオール校（UQAM）のミシュリーヌ・

ミロ教授。2011 年の UNIFA のときに来日

したからご記憶の方もおられよう。彼女と

の情報交換はいつも有益で、それまでケベ

ックから遠ざかっていても、話をしている

とその場でアップデートされていく感覚が

ある。実は今、ケベックにおける間文化主

義的なライシテの成立と試練について日本

語で論文を書いているのだが、その骨子に

ついて説明すると面白いとおっしゃってく

ださった。遠からずお目にかけることがで

きるのではないかと思っている。 

2 点目および 3 点目でお世話になったの

は、ケベック大学トロワ＝リヴィエール校

（UQTR）のセルジュ・カンタン教授。2011

年からのお付き合いで、フェルナン・デュ

モンの『記憶の未来』を読んでみるといい、

訳してみないかと言われたのも、もうずい

ぶん前のことだ。小著ゆえカンタン教授の
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序文と私の訳者解説を前後に配することに

なり、ちょうど出版社から 5 月には刊行し

ましょうと言われていたので、最後の仕上

げのために彼のところを訪ねることにして

いた。 

 カンタン教授は UQTR にある CIEQ

（ Centre interuniversitaire d’études 

québécoises）にも所属していて、そこには不

定期で設けられる研究会 Conférences-midi

というのがある。折角の機会だから日本の

話が聞きたい、ただ講座の性格上ケベック

を意識してもらう必要があるとのことで、

難題とも思ったが、気軽な会だというので、

「間文化主義的なライシテ」という観点か

らケベックと日本の比較を試みた。日本の

間文化主義的なライシテはいわば「逆立ち」

しているのではないかというのが基本的な

趣旨なのだが、論文などの形にするにはま

だまだ先だ。悪天候にもかかわらず研究者

や大学院生が 20 人ほど聴きに来てくれた。

写真は講演会のチラシである。 

 デュモンの訳書の仕上げは楽しい作業と

なった。ページ稼ぎというと語弊があるが、

出版社の担当の方が、あまり厚くない本な

ので、デュモンの写真などを多く盛り込も

うという話になったのである。カンタン教

授はこれまでデュモン全集や Les Cahiers 

Fernand Dumont の編集にかかわってきた。

多くの写真や資料を日本語版『記憶の未来』

に盛り込むことができたのは、ひとえにカ

ンタン教授のおかげである。 

 訳書は 5 月末に無事刊行された。「記憶の

糸」を連想させる美しく上品な装丁で、個

人的にも気に入っている。内容は目新しく

はないかもしれないが、反時代的なアクチ

ュアリティは、原書の刊行当時も今もある

と思う。お手に取っていただければ幸いで

ある。 
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＜2015 年度小畑賞調査報告２＞ 

とあるケベック文学の諸相 

佐々木 菜緒（明治大学大学院） 

本奨励賞を頂いて、2016 年 3 月モンレア

ルを拠点に 3 週間の研究調査活動を行った。

調査課題は、20 世紀ケベック文学の古典形

成とケベック人意識の関係について知識を

深めること及び、博士論文の参考文献目録

を完成させることだった。本報告では同活

動中に出会ったケベック文学の諸相につい

てお伝えしたい。 

先ず滞在中、ケベックの文学作品におけ

る大テーマ〈長い冬と待ち遠しい春〉の世

界をピンポイントで味わった。というのも、

モンレアル到着予定の 3 月 1 日、カナダ東

部では最大級の寒波到来が予報され、その

ため該当空港は閉鎖され、私は経由地 NY

で足止めを食ったのである。幸いさほどの

大寒波でなく翌日無事にモンレアル入りし

た。20cm 弱の積雪と−15℃の青空の程よい

冬景色であった。その後、時おりの春日和

と冬気候の入れ替わりに応じて、人々の表

情に春の高揚感と冬の倦怠感が表われた印

象的な滞在だった。 

次に、3 月 3 日モンレアル大学 CRLICQ

にて、19 世紀のケベック文芸事情に関する

研究会（Colloque « Les années 1840 : rupture 

ou réarticulation des possibles ? » ）に参加し

た。同研究会は、愛国党の乱やカナダ自治

領結成前後でしばしば問題となる文化的断

絶を巡って議論するものである。ここ近年、

20世紀半ば以降を中心としたケベック文学

生成論が注目される従来の傾向に対して、

19〜20世紀初頭フランス系カナダでの活発

な文芸活動を見直す動きがある。同研究会

への参加は、私の関心「20 世紀におけるケ

ベック文学の古典」問題を重層的に考察す

るための糧となった。さらに、19 世紀の雑

誌や新聞の出版事情について理解を深める

ことができ、その理解を現在取り組んでい

る共同研究の中で今後活かしていきたい。 

また、La Chasse-galerie が映画化されてい

たことについて触れたい。La Chasse-galerie

とはフランス系カナダ各地で伝承されてき

た民話で、大晦日の夜、森で働いている男

たちが悪魔と契約し、空飛ぶカヌーで自分

たちの妻や恋人の元に戻る。次の日の出ま

でに森に戻らなければならない中、途中で

墜落してしまうという物語である。文字で

書かれた版では 1900 年の Honoré Beaugrand

の物語が最も有名で馴染みがある。

Beaugrand 版では飛行の凄まじさが詳しく

描かれているのに対し、Jean-Philippe Duval

監督の映画版は恋愛物語の側面が強い（映

画版の題 Chasse-Galerie: la légende）。しか

し、映画ではケベック文学における「移動

と定住」のモチーフがより明確にあらわれ

ている。映画版では、森を駈ける人（Coureurs 

des bois）と呼ぶに相応しい男たちは空間を

享受し自由を謳歌する。その一方で村や町

に定着する男の姿もあり、一人の女性がそ

うした 2 種類の男性の間で気持ちがゆれ動

く。こうした 2 つの男性登場人物のあり方

はまさに Louis Hémon の Maria Chapdelaine
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をはじめ現代ケベック文学にくり返しあら

われる二重の人物像―  « [n]omades et 

sédentaires »1  ―である。映画版 La Chasse-

galerie はそれを脚色している意味で、ケベ

ックの文学事象の延長線上に位置づけられ

るだろう。 

さいごに、モンレアルの界隈にて地元の

読書事情に触れた。« Livre-service » 或いは 

« Prendre un livre, laisser un livre »、« Little free 

library » と地区によって異なる名称の箱が

住宅街の通りに設置されている（写真）。こ

れまでの滞在経験上、モンレアルに限定し

て言えば、この箱は、住民間の関係や消費

観、物質主義への姿勢、帰する所 « joie de 

vivre » を表しているように思う。モンレア

ルはアパートの階段文化と通りの文化を持

つ町である。そこでは住民同士のすれ違う

頻度が高く、意見だけでなく物々交換も時

おりなされる。そして、他人の生活圏と繋

がる空間において自由に読書交換のできる

のが同箱なのである。また、モンレアル及

びケベックでは Friprix や Renaissance など

の非営利目的の中古市場が盛んである。社

会的、経済的、環境的レベルでの高い彼ら

の問題意識は、住民の自由参加で成り立つ

同箱プロジェクトの源泉でもあろう。文化

モンレアル市街でみられる私設図書箱（2016 年 3月、La Petite-Patrie 地区にて） 
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的娯楽の読書をとおして社会や共同体を支

え合う、そのような暮らしの中から生まれ

るケベック的 « joie de vivre » の一端を一

箱から読み取った。 

以上のような、現地でしか出会えないケ

ベック文学に触れる機会を与えて下さった

日本ケベック学会及び在ケベック州政府事

務所に感謝し御礼申し上げます。 

 

注 

1 Gauvin, L., (2011) « Aventuriers et 

sédentaires : de quelques mythes revisités », 

Revue japonaise des études québécoises, 3: 21. 

 

************************************** 

 

＜リレー連載「ケベックと私」第２回＞ 

あの日にかえりたい（Je reviendrai à 

Montréal …） 

加藤 普（元東京銀行） 

１．モンレアル赴任 

私は銀行員としてディジョン、パリ、モ

ンレアル（モントリオール）、サイゴン、テ

ヘランに駐在した他、五大陸の主要都市、

そして後年担当した中近東･アフリカ諸国、

とりわけトルコ、マグレブ（アルジェ等）、

レヴァント（ダマスカス･ベイルート･イェ

ルザレム等）界隈で仕事をしました。モン

レアルでは 4 年間（1989 年 6 月～93 年 4

月）支店長をしましたが、ドゥ･ラ･ゴーシ

ュティエール通り西 600 番地の 27 階にオ

フィスがありました。私は 30 代後半で血気

盛ん、7 歳、5 歳、3 歳、1 歳の 4 人の子供

を帯同し、ガスペからナイアガラへ、南は

米国を駆け抜けてフロリダへと、家族一緒

に車で走り回りました。 

２．子供の教育言語 

住まいはウェストマウント市ランズドー

ン通り 200 番地、丘の上にシーグラム（ブ

ロンフマン家）豪邸や日本総領事邸、商社

支店長邸などが軒を並べていました。古き

良きアングロ･カナダを体現するウェスト

マウントには、子供に英語教育を受けさせ

たい一心の日本企業駐在員や留学医師が家

を求めましたが、漸くロズリンのような英

系公立校に入学が認められても、州文部省

指導「フレンチ･イマージョン」の教室で、

子供たちは英仏混在の言語環境適応に四苦

八苦することになります。そこでフランス

語の教科書･通信簿に耐えられない親や英

国･英語教育に憧れる親は、セルウィンハウ

スのような私立バリバリの英国伝統校への

転校選択を余儀なくされました（教育言語

問題に苦しんだ駐在員たちの当時の思いは、

家族とともに（1989 年 12 月） 
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簡単に言い尽くすことができません）。 

３．補習校校長 

商工会が運営する日本語補習校の校長に

任命されたことも、今では楽しい思い出で

す。小 1 から中 3 まで約 90 名、それまで

「君が代」斉唱一辺倒だった式典を、地元

への感謝を示そうと一緒に「オー･カナダ」

を英仏交互に歌ってもらうようにしました。

父兄の一人で、モンレアル大学客員研究員

をされていた故小畑精和先生には、このと

き初めてお会いしました。 

４．経済の衰退 

絶頂期が 1967 年の万博、最後の線香花火

が 76 年のオリンピックと言われ、既に私の

駐在時、モンレアルのプレゼンスが大きく

低下していました。何もこれは（独立運動

による基幹産業逃避など）ケベック州側の

せいだけではありません。70 年代頃から米

加双方の地域同士の国境を跨ぐ結びつきが

強まり、モンレアルに本社をおく大陸横断

鉄道の CN や CP（1996 年にカルガリーに移

転）が象徴する「東西に細長いカナダ経済

圏」の意味が薄まったことや、宗主国の EC

加盟で英国経済の枠から外れて「女王陛下

のカナダ連邦」の一体感が失われたことは、

モンレアル経済には大きな打撃でした。モ

ンレアル本社のトップ企業シーグラムやド

ミニオン･テキスタイルはこのころ資産の

過半を米国に有し、アルキャンも米ドルで

決算発表を行う始末です。一方、バンクー

バーは香港移民急増で広東語都市と化し、

トロント空港に降り立てばパンジャブ空港

かと見紛う程にシーク風ターバン姿の運転

手が溢れると云った風に、かつては中規模

にすぎなかった西方の都市が急速に発展を

遂げていました。 

５．二言語連邦体制の危機 

強烈なリーダーだったピエール･E･トゥ

リュドー（モンレアル出身）が試みた「楓の

新国旗の下に英仏二言語で強力な連邦国家

の構築」（1982 年カナダ憲法制定）も、お膝

元のケベック州ルネ･レヴェック政権の批

准拒否で結実せず、一方で連邦の柱「フラ

ンス語」がケベックとアカディアの一部を

除けば全くの少数言語に転ずる状況で、カ

ナダを束ねるアイデンティティが希薄にな

っていました。そんな中、トゥリュドーの

夢を、ミーチレーク合意（1987 年）の改憲

案（曖昧な「特別な社会 société distincte」条

項でケベック州の顔を立てた）で実現しよ

うと、ブライアン･マルルーニ（ベー･コモ

出身）の進歩保守党連邦政権とロベール･ブ

ラサの州自由党政権が手を組みます。各州

の改憲案批准期限は 90 年 6 月でした。 

６．英系カナダから売られたケンカ 

批准期限を前に開催されたオタワでの全

州首相による徹夜会議のテレビ中継では、

マルルーニの名優ともいえるパフォーマン

スが奏功し、改憲案が成立したかと何度か

錯覚しましたが、土壇場でマニトバ州（ネ

イティヴ･アメリカンこそ憲法で特別な社

会と認められるべきと主張）とニューファ

ンドランド州（1949 年連邦加盟の新州）が

反対して合意不成立になってしまいました。
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面目を潰されたのがロベール･ブラサです。

独立を標榜するジャック･パリゾー（ケベッ

ク党）を押さえ込み、漸く辿り着いた連邦

憲法参加の門は、いま英系カナダの拒否で

一瞬にして閉ざされてしまいました。売ら

れたケンカは、買わねばならぬ――、これ

が当時モンレアル市民多数の偽らざる気持

ちだったように記憶します。 

７．思い出 

不動産不況や NAFTA（92 年調印）による

企業のメキシコ流出などビジネスの苦戦が

ありましたが、楽しい思い出もあります。

ケベック州政府向け協調融資で副代表幹事

に就任したとき、ケベック市の州大蔵省の

夕食会では、ジェラール･ルヴェック蔵相の

隣で、居並ぶ参加銀行団を見下ろす雛壇の

上に座りました。イスラエルのシモン･ペレ

ス外相（当時）を招いてエドガー･ブロンフ

マン･シーグラム会長（世界ユダヤ人会議代

表）が開いたパーティーに初めてブラック･

タイ装束で出席したときは、和服の妻を同

伴した唯一の東洋人カップルということで

随分目立ちました。93 年モンレアル離任の

際、地元紙「ラ･プレス」クロード･ピシェ論

説委員に「サヨナラ、ムッシュ･カトー」と

いう記事を書いてもらい感激しました。以

来四半世紀、次女だけが戻ってマギル大学

を卒業しましたが、私は一度も戻っていま

せん。 

●編集後記● 

 先日、英語圏で長年ケベック（史）研究を主

導した Ramsay Cook 先生の訃報に接しまし

た。先生は日本のカナダ研究の発展にも尽力

くださいました。ご冥福をお祈りします。（T） 

1993 年 5月 6日付 La Presse の記事 

日本ケベック学会（2016 年 7 月現在） 

●主要役員      ●広報委員 

小倉和子（会長）    宮尾尊弘 

立花英裕（副会長）   小松祐子 

小松祐子（副会長）   山出裕子 

伊達聖伸（副会長）   大石太郎 

C・ドゥロンジエ    S・コルベイユ 

（顧問、ケベック州 

政府在日事務所代表） 
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